




提言７ 公立のコミュニティ・カレッジ（短大）の構想

現状の課題
〇「税の逆移転現象」
国立大学 4年制大学全体        上位 占  高所得世帯出身者   公的予算 
多 投入   国立大学 通           対   低所得世帯  公的予算 投入 
   私立大学 専門学校 通    得   

〇安価 教育条件   公立             創設
安価で通える高等教育機会が不足       大  問題     安価 教育条件 良  
  職業資格 得       高等教育機会   公立             構想 提案 
る。

公立            構想 概要

解決の施策

◆場所
〇全国の50万 100万以上の都市自治体
（約30自治体）

◆目的
〇高卒即就職というリスクをとらざるを得ない層に、職業訓練（資格取得）と進学のニーズの充足
〇そのほかにも、高卒社会人の進学・資格取得、大卒社会人あるいはシングルマザーの学び直し・資格取得、
中 高年齢層 生涯学習   地域 教育要求 広 応  

◆年限 対象
〇専門高校卒 1年 普通高校卒等 2年（特 専門性 要  場合 3年）

◆カリキュラム
〇地域 産業構造 考慮  設定      人口流出 食 止  機能 期待   

◆学費
〇基本的には無償であることが好ましい
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